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参考資料２
)　フェスタ実行委員会構成団体アンケート　
※回答数n=12（うち出展団体７・未参加団体５）

問１　貴団体がフェスタ参加者に伝えたかったことは、どのような内容ですか。        （n=７）
	○ 神奈川県障害者社会参加推進センター
・それぞれの障がいの特性や障がいについてのマークをパネルで展示することにより、障がいに
ついて知っていただく機会を作る。
・また盲ろう体験を通し、盲ろう障がいについてのこと、様々なコミュニケーション方法がある
ことを感じてもらう。

○神奈川ライトハウス
・街で視覚障碍者を見かけたときに支援できるようにしてもらうこと

○神奈川県視覚障害者福祉協会
・あはき業を行うには国家資格が必要であるにもかかわらず、無資格で行う施術者が増えている。無資格者を撲滅するための宣伝ビラとあはき師国家資格を持った施術者によるマッサージ体験を実施し、無資格者には施術を受けないよう伝えた。

○神奈川県立特別支援学校
・誰でも参加できるパラスポーツの面白さについて知ってもらうこと

○横浜市まちづくりセンター
・暮らしやすい環境へ補助金を活用して住宅改修をおこないましょう。
・車いす体験で車いすを利用してる人達の気持ちを考えよう。

○日本司法支援センター神奈川地方事務所
・障がいをお持ちの方やサポートをする方々が法的トラブルに見舞われた場合、法テラスが解決
のための道案内ができるということ。

○（公社）かながわ住まいまちづくり協会
・安全な住まい、安心な事業者選び



問２　フェスタでは、参加者に伝えたいことを伝えることができましたか。次の中からあてはまるものを１つ選んでください。（○は１つ）　　　　　　　　　　　　　　　　　 （n=７）
	１　伝えることができた(７)
	２　分からない
	３　伝わらなかった



【問２で「２分からない」「３伝わらなかった」とお答えの方に】
問２－２　伝えることができなかった理由は何ですか。（○はいくつでも）	 （n=０）
	１
	内容が難しすぎた
	２
	内容が簡単すぎた	
	３
	相手に興味がなかった 

	４
	当日の対応時間が足りなかった
	５
	フェスタの準備時間が足りなかった	

	６
	その他


問３　各出展コーナーで、良かった企画や工夫がありましたら、自由に記載してください。
（n=７）
	○横浜市まちづくりセンター
・補助金を活用した住宅改修事例と神奈川県の補助事業一覧を展示。興味をもつ人がいた。
・車いす体験コーナーも多く体験してもらえた。
○日本司法支援センター神奈川地方事務所
・パッと見て分かりやすいように、ブース内の配置をシンプルなものとした。








問４　貴団体において、今回のフェスタで行った広報を記載してください。（〇はいくつでも） (n=12)
	１
	団体内への広報用ちらし配布
	(９)

	２
	広報用ちらしの一般配布
（配布場所：ともしびショップむー、ガイドヘルパー等の研修会、神奈川県障害者社会参加推進センター事務所周り）
	(３)

	３
	インターネットでの告知
（広報手段：ホームページ、Ｘ(旧Twitter)、Facebook、Instagram）
	(２)

	４
	広報媒体への掲載
（具体的な広報媒体：団体メールリストに掲載）
	(１)

	５
	テレビやラジオなど、マスコミを使った告知
（具体的な広報媒体：　　　）
	

	６
	その他（　団体理事会での広報　)
	(１)

	７
	広報は実施していない
	(１)



問５　今後フェスタが開催されるとしたら、参加したいと思いますか。あてはまるものを１つ選選んでください。（○は１つ）　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（n=12）
	１　参加したい　(５)
	２　分からない　(６)
	３　参加したくない(１)



【問５で「２分からない」「３参加したくない」とお答えの方に】
問５－２　参加したいと思えなかった理由は何ですか。（○はいくつでも）　　　　　(n=７)
	１
	準備する時間がない(１)
	２
	スタッフが確保できない(１)
	３
	予算がない

	４
	団体の取組みとフェスタ
の趣旨が違った(１)
	５
	効果が少ない

	６
	その他 (４)（・次年度の内容と場所がわからない　・次回以降のフェスタの実施形態が不透明なため　・県教育委員会特別支援教育課の意向で参加しているため　・車両展示ができれば参加を考えたいと思います）



[bookmark: _Hlk213340785]問６　その他、今回のフェスタについて御意見や御感想などがありましたら、自由に記載してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n=12）
	○神奈川ライトハウス
・時間帯の見直しが必要だと思われます：１０時３０分～１６時ごろ
・介護フェアとの抱き合わせ開催については良い点もあるが、先方の企画によってブースの来客数が左右されることが目立つようであった

○ 神奈川県障害者社会参加推進センター
・初めて出展させていただきましたが、地域福祉課の皆様が丁寧に対応してくださったり、実行委員会等を通し、しっかり準備できる環境であったため、とても助かりました。
・来場者の方にとっても一つのイベント内で様々な障がいについて知り、触れていただけるイベントだったのではないかと感じました。

○神奈川県立特別支援学校
・デパート内のスペースを利用しての開催だったので、福祉やバリアフリーに関わる機会の少ない方にも立ち寄っていただくことができた。
・当日借用した物品（パネルやイーゼルなど）の中に破損していたものが多かった。

○横浜市まちづくりセンター
・今年度の補助金を活用した住宅改修パネル展示と車いす体験コーナーは良かったのでこの内容であれば次年度もと思いましたが、次年度からは変わるようなので残念です。



問７　「バリアフリーの街づくり」の普及啓発活動について御意見などありましたら、自由に記載してください　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n=12）
	○神奈川県視覚障害者福祉協会
・バリアフリーフェスタかながわがいつのまにか、介護フェアと抱き合わせで実施されてきた。バリアフリーフェスタ出展ブースも隅のあまり目立たないところに置かれ、介護フェア参加の団体が正面の目立つと場所に出展をしている。介護のバリアフリーも大切なものであるが、一緒に実施するのはいかがなものかと思っています。障害者当事者を中心としたバリアフリーフェスタを行うべきであった。　
・今後は、イベント形式ではなく、フォーラム（講演会）等による普及啓発を検討するということですが、「障害者目線による」とは、障害当事者が直接参加して県民にその姿を見せることが障害者差別をなくしていくことになると思います。

〇東日本旅客鉄道株式会社横浜支社
・これまでの間、バリアフリーフェスタ開催に際し、関係する皆さまのご尽力に深く敬意を表します。昨今、公共交通機関の課題であります人員不足から弊社においてはフェスタ開催に協力できない一面があり大変申し訳なく思っております。
　今後も引き続きとなりますが、可能な範囲でバリアフリーの街づくりの普及啓発に協力させていただきたく考えております。 
変わらぬご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

○神奈川県手をつなぐ育成会
・今まで様々な団体さんや、行政の方たちとイベントをすることができ、良き時間をいただきました。一人一人と出会うこと、協働することが、街づくりの一歩であると思いますので、新しいとりくみを考える時期ですね。感謝です。








